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千万～5億ドルとなる見通しであ
る （“ Department of Homeland
Security Opens Doors, Proposes
$1.0 Billion for R&D”, AAAS R&D




of Science and Technologyの主要
業務について下記の通り紹介した。
蘆局内R&D








Coast Guard、U.S. Secret Service、




後 は NIHや CDC（ Centers for
Disease Control and Prevention）
と共同で生物関連プログラムを、

























































































































































sular Lookout Automated Support
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必要なときに必要な研究を行うタ
イミングを逃し、米国のサイエン
スコミュニティや高等教育コミュ
ニティに深刻な影響を与えるであ
ろう。この点は、連邦政府も十分
に理解しており、審査プロセスの
見直しや処理担当者の増強等の取
り組みを実施しているが、未処理
案件は増え続ける一方である。
Marburger補佐官は、「ビザ審査
の遅延問題は、我々の努力で解消
できる」と主張し、そのための方
策として以下を提案している。
* 外部の専門家コミュニティと連
携し、ビザ審査の各種プロセスの
迅速化に役立つ人材を継続的かつ
組織的に新規雇用する。
蘆CLASS、MANTIS、CON-
DORにおける重複審査を排
除し、審査の迅速化を図る。
蘆申請者の受け入れ先からの情
報提供システムを改善し、無
用なビザ審査を避ける。
また、Marburger補佐官は、審
査プロセスの進行状況を申請者へ
開示し、申請者の心配を軽減させ
ることを提案している。これは、
理由も知らされず、不安な心持ち
で長期間、ビザ審査の結果をまつ
留学生や外国人研究者にとって朗
報である。
これまで米国は世界中から優秀
な人材を集め、同国の成長の原動
力としてきた。特に科学技術分野
における外国人の貢献は大きく、
スタッフの半数以上がインドや中
国をはじめとする諸外国の出身者
で占められるラボも少なくない。
ビザ審査の遅延は、こうした土台
を揺るがし、米国のR&D競争力
を低下させる恐れがある。今回の
コロキウムでMarburger補佐官が
ビザ遅延問題を取り上げ、改善策
を提案したキーノートスピーチ
は、サイエンスコミュニティ、高
等教育コミュニティおよびアメリ
カ行きを志す留学生や研究者に心
強いメッセージとなった。
イラク戦争の最中、またSARS
が猛威をふるう中で開催された今
年のAAAS年次コロキウムでは、
ホームランドセキュリティや感染
症に関するR&D政策が関心を呼
んだ。また、イラク戦争およびそ
の後の復興支援のための臨時支出
による財政赤字の拡大が国内支出
の抑制プレッシャーとなり、2004
年度のR&D予算は、ディフェン
ス開発とホームランドセキュリテ
ィR&Dの増加と、非ディフェン
ス系研究の低下というゼロサムゲ
ームとなる見通しである。
ホームランドセキュリティの強
化にともなってビザ審査が長期化
しており、サイエンスコミュニテ
ィや高等教育コミュニティに深刻
な影響を与えている。今後も米国
がR&D競争力を維持、向上して
いくには、早急なる取り組みが必
要であり、今回、Marburger補佐
官が具体的な改善策を示したこと
は大きな一歩と言えよう。
6．おわりに
